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遊びを通じて、こどもの育ちを支える
屋内遊び場とそこを拠点とした外遊びのゾーン

・こどもが、天候に関わらず安心安全に遊ぶことがで
きる屋内遊び場

・飲食可能な休憩スペースや売店、授乳室等を備える
ことで、公園利用者の利便性を向上

・交流スペースや多目的室など、多様な人が訪れ活用
できる空間
・公園管理に必要な機能や設備を備える

【E① イベントひろば】
・屋内遊び場のエントランスエリアとして開かれた空
間
・イベントの開催も可能

・平日には団体利用の大型バスの転回スペースとして
も活用

【E② 芝生ひろば】
・半屋外空間を設けることで、屋内施設と連続性を
もった外遊びを可能とする空間

・天候に関わらず子育て家庭や公園利用者が休憩で
きる場所

【E③ 屋外工作ひろば等】
・屋外で創造的な遊びや、プレーパークのような自由
な遊びができる空間

・屋外とつながる建物内の空間には、屋外での遊びを
支える設備や機能を備えることで、自然遊びや外遊
びを促進

【E④ イベントひろば】
・E①や地下鉄高架下プロムナードと連携して、イベン
トなど様々な用途に使える空間

E：屋内遊び場及び連携ゾーン

誰もが、芝生広場でのレクリエーションや遊具で
の遊びを楽しむゾーン

・インクルーシブ対応遊具を設置した芝生広場
（大型遊具や幼児用遊具）

B：屋外遊具ゾーン

こどもたちが、アーバンスポーツに触れるきっ
かけとなるゾーン

・スケートボードやBMXなどができるアーバンス
ポーツの広場
・３Ｘ３コート

Ｃ：アーバンスポーツのゾーン

・広瀬川や仙台城跡方面を眺めることができる憩い
の芝生広場（ベンチ、デッキ等）
・屋内遊び場と河川敷の空間的連続性を確保する
（広瀬川せせらぎ水路等での遊びを想定）
・屋内遊び場と一体的な、安全で楽しい親水空間

Ｄ：広瀬川水辺ふれあいゾーン

広瀬川の景色を楽しみ、川へいざなう憩いと遊
びのゾーン

・利用者が集い、小休憩やイベントが開催される交流
の広場
・立体駐車場

A：エントランスゾーン

街と公園、公園と公園をつなぎ、公園の顔とな
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